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資 料 配 布  

配布日時
平成２５年 ６月 ７日 

１４時００分 

 

 

件     名 
大規模水路トンネルの本体工事に本格着工します。 

～ 「天ケ瀬ダム再開発事業起工式」の開催 ～ 

  

概     要 

 

国土交通省近畿地方整備局が、淀川水系宇治川で実施する天ケ

瀬ダム再開発事業におけるトンネル式放流設備工事が、このた

び着工の運びとなりました。 

つきましては、「天ケ瀬ダム再開発事業起工式」を下記のとお

り開催いたします。 

● 日時：平成２５年６月１６日（日）午前１０時～１１時 

● 場所：京都府宇治市宇治
う じ

金井
か な い

戸
ど

地先 

（天ケ瀬ダム再開発事業 

トンネル式放流設備ゲ－ト室部予定地付近） 

● 主催： 国土交通省近畿地方整備局 

 

  

取  扱  い － 

  

配 布 場 所 

近畿建設記者クラブ 

大手前記者クラブ 

滋賀県政記者クラブ 

京都府政記者クラブ 

宇治日刊記者クラブ 

宇治日刊地方記者クラブ 

  

問 合 せ 先 

近畿地方整備局 琵琶湖河川事務所 

副所長    北野 正朗（内線 205） 

開発工務課長 北野 頼風（内線 381） 

  TEL 077-546-0844（代表） 

 



トンネル式放流設備概要図（施設配置図）

既存施設である天ケ瀬ダムの再開発により、治水・利水の機能を増強します。

天ケ瀬ダム再開発事業の概要

○ 場所： 京都府宇治市（淀川水系宇治川）
○ 目的： ・宇治川・淀川の洪水調節、琵琶湖水位

低下のための放流能力の確保
・京都府水道用水の確保
・発電能力の増強

○ 諸元： トンネル式放流設備617m
計画放流量600m3/s（EL72.0m）

水の流れ

約
4
5
m
（
深
さ
）

ゲート室部のイメージ

流入部のイメージ

約24m（内径）

＜天ケ瀬ダム再開発事業経緯＞

昭和39年： 天ケ瀬ダム完成
昭和50年： 予備調査着手
平成元年： 建設事業着手
平成7年： 基本計画策定
平成10年： 工事用道路着手
平成19年： 淀川水系河川整備基本方針策定
平成21年： 淀川水系河川整備計画策定
平成23年： 基本計画一部変更
平成25年7月： 天ケ瀬ダム再開発事業

トンネル式放流設備工事着工

減勢池部のイメージ

約21m（内
空）

約
2
6
m
（
内
空
）

水路トンネルとしては
日本最大級のトンネル

約28m（内径）

約1.7m

約10m（内空）
主ゲート

（ラジアルゲート）

（スライドゲート）

副ゲート



過去の洪水被害

発生年月発生年月 起因起因 被害状況被害状況

昭和28年 9月昭和28年 9月 台風13号台風13号

昭和34年 8月昭和34年 8月 前線および台風7号前線および台風7号

昭和34年 9月昭和34年 9月 台風15号（伊勢湾台風）台風15号（伊勢湾台風） 死者（不明者含）47人、負傷者353人、全壊流失586戸、半壊流失1,312戸
床上浸水9,927戸、床下浸水27,632戸

死者（不明者含）47人、負傷者353人、全壊流失586戸、半壊流失1,312戸
床上浸水9,927戸、床下浸水27,632戸

昭和36年10月昭和36年10月 前線および台風26号前線および台風26号 死者（不明者含）2人、負傷者4人、全壊流失5戸
床上浸水520戸、床下浸水2,209戸

死者（不明者含）2人、負傷者4人、全壊流失5戸
床上浸水520戸、床下浸水2,209戸

昭和40年 9月昭和40年 9月 台風24号台風24号 死者（不明者含）4人、負傷者106人、全壊流失248戸、半壊流失4,540戸、
床上浸水12,238戸、床下浸水、58,501戸

死者（不明者含）4人、負傷者106人、全壊流失248戸、半壊流失4,540戸、
床上浸水12,238戸、床下浸水、58,501戸

昭和57年 8月昭和57年 8月 台風10号台風10号 死者（不明者含）10人、負傷者12人、全壊流失24戸、半壊流失34戸
床上浸水5,573戸、床下浸水5,084戸

死者（不明者含）10人、負傷者12人、全壊流失24戸、半壊流失34戸
床上浸水5,573戸、床下浸水5,084戸

死者（不明者含）23人、負傷者29人、全壊流失152戸、半壊流失115戸
床上浸水7,949戸、床下浸水44,103戸

死者（不明者含）23人、負傷者29人、全壊流失152戸、半壊流失115戸
床上浸水7,949戸、床下浸水44,103戸

死者（不明者含）178人、負傷者194人、全壊流失・半壊676戸
床上・床下浸水56,194戸

死者（不明者含）178人、負傷者194人、全壊流失・半壊676戸
床上・床下浸水56,194戸

平成 7年 5月平成 7年 5月 梅雨前線梅雨前線 床下浸水7戸、田畑埋没流出878ha床下浸水7戸、田畑埋没流出878ha

宇治川の氾濫の様子（京都府久世郡久御山町付近）

巨椋池

観月橋 伏見区

宇
治
川

○昭和28年台風13号の被害 ○平成７年５月梅雨前線の被害

琵琶湖沿岸の浸水被害（滋賀県東近江市付近）

琵琶湖周辺や宇治川では、これまで浸水被害が度々発生しています。

※出典： 洪水志、滋賀県災害誌、兵庫県水害誌、淀川・大和川の洪水資料、淀川・大和川の洪水資料（その2）、
奈良県気象災害誌、奈良県の気象百年、伊勢湾台風調査、第二室戸台風災害誌、7220号台風災害の概要、
近畿水害写真集、朝日新聞・毎日新聞・神戸新聞・他

洪水調節機能の強化

放流能力を増強し、ダムの治水容量をより効率的に活用することで、天ケ瀬ダム
の洪水調節機能を強化します。

最大900m3/s

トンネル

琵琶湖

○水路トンネルができるまで 下流河道の流下能力向
上とあわせて、天ケ瀬ダ
ムからの放流量を安全
に増加させることで、洪
水時の貯水容量を効率
的に活用することができ
るようになり、宇治川や
淀川本川への洪水調節
機能が強化されます。

天ケ瀬ダムの放流能力
が小さく、琵琶湖の水位
低下に時間がかかってし
まいます。
このため大雨の場合、琵
琶湖周辺の洪水被害の
可能性があります。

天ケ瀬ダムの放流能力
が増加するため、琵琶
湖の水位を速やかに低
下できます。
これにより、大雨の場合
琵琶湖周辺の洪水被害
軽減が図られます。

○水路トンネルができた後

琵
琶
湖
周
辺
に
対
す
る
効
果

琵琶湖

○水路トンネルができるまで ○水路トンネルができた後

最大1,500m3/s

トンネル

天ケ瀬ダムの放流能力
が小さく、また下流河道
の流下能力も小さいため、
ある規模以上の大雨が
降ると、洪水をダムに貯
めることができなくなりま
す。

下
流
に
対
す
る
効
果



京都府の水道用水の確保

発電能力の増強

新たに確保できる水道用水新たに確保できる水道用水

京都府の水道用水の確保京都府の水道用水の確保

１日あたり約17万人分の水を新たに確保できます。１日あたり約17万人分の水を新たに確保できます。

水路トンネルが
できるまで

水路トンネルが
できるまで 25,920㎥/日（約８万人分）25,920㎥/日（約８万人分）

水路トンネル
によって

水路トンネル
によって 51,840㎥/日（約17万人分）51,840㎥/日（約17万人分）

水路トンネルが
できたあと

水路トンネルが
できたあと 77,760㎥/日（約２５万人分）77,760㎥/日（約２５万人分）

＋＋

＝＝

現 在
再開発事業
完了後

給水区域人口（宇治市、城陽市、八幡市、久御山町）の変遷

天ケ瀬ダム再開発事業による貯水池運用の効率化により、洪水対策や発電に影響
を与えることなく、より多くの水道用水を取水できるようになり、1日あたり
51,840m3の水（約17万人分）を新たに安定的に供給することができます。

天ケ瀬ダムでは揚水発電を行っており、天ケ瀬ダム再開発事業によって、洪水の
おこりやすい夏場の期間にも、揚水発電を行っている喜撰山ダムにより多くの水を
送ることができます。

これにより、喜撰山ダムでは一年中安定した電力を作れるようになり、新たに
110MW(110,000KW)の電力の供給が可能となります。

人口（万人）
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貯水池運用の効率化

サーチャージ水位(常時満水位)EL.78.5m

▼洪水期制限水位EL.72.0m

最低水位

▼EL.58.0m

水道用水

60万m3

堆砂容量等

628万m3

発電容量

380万m3

発電最低水位

▼EL.68.6m
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基礎岩盤：EL.9.0m

【現 天ケ瀬ダム】 【再開発後】
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▼洪水期制限水位EL.72.0m

最低水位

▼EL.58.0m

水道用水

214万m3

堆砂容量等

628万m3

発電容量

521万m3

発電最低水位

▼EL.67.1m
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サーチャージ水位(常時満水位)EL.78.5m

水路トンネル新
設で放流能力が
増大したことによ
り利水に活用でき
る容量が拡大

天ケ瀬ダム再開発事業によって、より効率的な貯水池運用を図ることができ、治
水だけでなく利水に活用できる容量が拡大します。



天ケ瀬ダム再開発事業起工式

○日 時： 平成２５年６月１６日（日） １０時００分から１１時００分まで

○場 所： 京都府宇治市宇治金井戸地先（天ケ瀬ダム再開発事業トンネル式放流設備ゲート室部予定地付近）

（別紙参照）

○主 催： 国土交通省 近畿地方整備局

○タイムスケジュール（予定）：

９：３０ 受付開始

１０：００ 開式

１０：５０ 鍬入れ式

１１：００ 閉式

○取材についてのお願い

取材にあたられる報道関係者は、次のとおり、式の円滑な進行にご協力くださ
いますよう、お願いいたします。

【事前登録】

・取材を希望される方は、６月１１日（火）迄に、必ず、別添のＦＡＸ申し込みによ
る事前登録をお願いいたします。

【その他】

・当日、記者及びカメラマンの方は、自社の腕章を着用いただきますようお願
いいたします。

・式典遂行上の都合により、時間が変更になる可能性がありますので、あらか
じめご了承ください。

くわ



※
９
時

３
０
分

よ
り
受

付
を
開

始
い

た
し
ま
す
。
現

地
取

材
は

、
起

工
式

会
場

に
て
受

付
を
済

ま
せ

た
後

に
お
願

い
し
ま
す
。

※
報
道
関
係
者
用
の
駐
車
場
を
用

意
し
て
い
ま
す
が

、
駐

車
ス
ペ
ー
ス

の
関

係
上

、
乗

り
合

い
で
の

ご
来

場
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
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※
起

工
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に
つ
い
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、
招

待
者

を
含

む
関

係
者

に
て
執

り
行

い
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。
起
工
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の
模
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に
つ
い
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後
日

H
P
に
て
報
告

し
ま
す
。

＜
ア
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セ
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の
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を
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．
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．
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マ
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会

場
等

案
内

図



琵琶湖河川事務所　総務課　起工式担当　宛

ＦＡＸ番号　：　077-546-5759

※駐車場のスペースに限りがありますので、乗り合いでの来場にご協力お願いします。

※当日迄に駐車券を送付する予定です。

   当日は、必ずフロントガラスから見える位置に駐車券を置いてご来場下さい。

※当日、記者及びカメラマンの方は、自社の腕章を着用いただきますようお願いいたします。

【問い合わせ先】

国土交通省　近畿地方整備局　琵琶湖河川事務所　総務課

TEL　077-546-0844(代表）

※送付状は不要ですので、本紙のみをそのままFAXして下さい。【6月11日（火）締め切り】

氏　名

電話番号　　　　　　　（　　　　　）

FAX番号 　　　　　　　（　　　　　）

車両ナンバ－

住　所　〒

電話番号　　　　　　　（　　　　　）

駐車券の送付先

連絡先と同じ場合
は無記入で結構で
す。

取材　ＦＡＸ　申込書

E-mail

ご連絡先

ご担当者氏名

貴社名

参加人数

所属部署名等

住　所　〒
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